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データ サイロは研究と
イノベーションの妨げと
なり、AIモデルのトレーニングに
必要なデータの増加に伴い、
ますます厄介なものと
なっています。  

データ プライバシーに
関する懸念は、GDPRなどの
規制への準拠から生じ、
リスク回避の風潮を
生み出しています。

データセットのクリーニング、
標準化、維持には、
多大な人的資源が
必要です。

Overture Maps 
Foundationは、
データ所有者やサービス 
プロバイダーが活用できる、
オープンで、プラットフォーム
に依存しない、標準化された
地理空間データ プラットフォ
ームを構築しています。

オープンデータは、誰もが
自由にアクセスして利用する
ことができ、
イノベーションの
新たな道筋、
より高い信頼性、
信頼の向上に
つながります。 

データを独自に管理
することで、企業は
コンプライアンスと品質に
関する確実性を高め、
競争優位性を失う
恐れを軽減することが
できます。

データセットの維持にかかる
金銭的およびリソースの
コストは、データの質と
アクセス コストの間に
トレードオフを
生み出します。

オープンデータ インフラストラ
クチャの構築には、 
現在のデータ収集
および共有プロセスの
見直しが必要です。

ソフトウェアと比較したデータの
ユニークな特性（メンテナンス、
品質、プライバシー、
ライセンスの多様性など）に
より、そのオープン化は
困難な課題となっています。 

「セミ オープン」
データ プラットフォーム
では、コラボレーション参加者
が、競争優位性を維持しなが
ら、ベストプラクティスやその
他の競争前のデータを共有す
ることができます。

標準化が不十分なため
データセットが
使用できないものの、
AIツールは非構造化データを
より適切に管理する機会を
提供しています。

オープンデータでは、競争前の
レイヤーにおけるコラボレ
ーションを奨励すると同
時に、ガバナンス構造に抑制
と均衡を保つ仕組みを
組み込む必要があります。
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序文 
デジタル化が進む世界では、私たちは皆、データのユーザーであり、作成
者でもあります。しかし、私たちはしばしば、購入を急いだり、物語を読
んだり、投稿をしたり、写真に反応したりする中で、この行為の潜在的な
影響を無視してしまっています。このことを早くから理解した企業は、非
常に大きな価値を獲得し、現在では蓄積したデータへのアクセスを仲介
する役割を担っています。オープンデータの概念は、このような状況に対
応するためのものです。これが、Linux Foundation のサポートを受けて
作成された、オープンデータへの道筋に関するレポートの背景です。

Linux Foundation は、第11回 World Open Innovation Conference 
で、オープンデータに関するワークショップを開催することを決定しまし
た。このワークショップへの関心と参加を後押ししたのは、人工知能ソフ
トウェア（AI）の急速な成長でした。AI は、そのアルゴリズムを訓練する
ために膨大な量のデータを必要とします。

このレポートはワークショップの要点をまとめたものですので、ここでは
私が特に有用だと感じたいくつかのポイントを強調してご紹介します。1
つは、誰もが自分のデータを保護したいと思う一方で、非常に高性能な
アルゴリズムを求めているということです。アルゴリズムを高いレベルで
動作させるには、大量のデータが必要です。そのため、非常に大規模な
組織を除いて、より優れた AI アルゴリズムを実現するためには、データ
へのアクセスをオープンにするのが理にかなっています。

また、データは時とともに増え、変化していくという認識も重要です。し
たがって、オープンデータに移行するために、1回限りの作業や費用が発
生することはありません。むしろ、これは継続的な取り組みであり、デー
タの避けられない変化に対応するためのコストと取り組みをサポートす
る経済モデルを見出すことは、プロジェクトをサポートする経営陣の責
任の一部とすべきです。

今後はどうなるでしょう？オープンデータが今後どのように発展していく
かについて、少なくとも3つのアイデアが提案されました。1つ目はデータ
の所有権で、ユーザーは特定の条件下で自分の個人データを提供し、そ
の他の条件下ではそのデータの使用を制限することを選択できるもので
す。2つ目は、「競争前」のデータセットにデータをコントリビュートする
動機付けを創出することでした。これにより、コントリビュートされたデ
ータが、例えば特定の個人を特定するために使用されることを防ぎなが
ら、より一般的な特性の分析を可能にします。重要なことは、この競争前
のデータセットが広く利用可能となり、これまで小規模企業や個人にとっ
てはアクセスが極めて困難だった、あるいは単に利用できなかったデー
タへのアクセスが民主化されることです。

3つ目の重要な考え方は、ガバナンスの概念でした。大量のデータのリポ
ジトリは、どこかに保存しておく必要があります。ハードウェア、ソフトウ
ェア、セキュリティ、メンテナンスに費用がかかります。有用なデータ リ
ポジトリへの幅広いアクセスを維持するためには、何らかの経済モデル
が必要です。また、データへのアクセスに関する決定、およびそのアクセ
スに伴うあらゆる費用については、オープンデータ プロセスをサポート
するステークホルダーにとって信頼性の高いガバナンスの仕組みの中で
決定されなければなりません。

Henry Chesbrough 
LUISS University in Rome, UC Berkeley in USA 
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はじめに：オープンデータの歴史と未来
私たちのデータは至る所に存在し、あらゆるものを支えています。マーケ
ティング、医療、政府サービス、そしてAIエージェントのプログラミング
に至るまで、組織はデータを活用して、効率と効果を最大限に高めてい
ます。しかし、データは多くの場合、企業内にサイロ化されており、サー
ドパーティがデータにアクセスするには、技術面、法律面、経済面、運用
面、文化面などの多面的で大きな障害を克服する必要があります。1 デ
ータへの依存度が高まる中、これらの障害を評価し、組織がよりオープ
ンで共有しやすい体制へと移行する方法を検討することが求められてい
ます。

オープンデータの概念は、イノベーション、透明性、コラボレーションの
促進を目的として、非個人および非商用データが自由に公開される、オー
プン サイエンスにルーツがあります。2 このオープンな文化は、収集され
たデータが営利の機会とはならない公共財とみなされ、政府や公共部門
の情報の透明性が奨励されている公的機関で最も強く見られます。3 オ
ープン ガバメントは、2000年代にオバマ政権のオープンデータ イニシ
アチブ（2009年）や欧州の公共部門情報指令（2003年）によって普及
し、1 すぐに多くの政府が、市民が自治体の公共情報にアクセスして分析
できるオープンデータ ポータルを開発しました。米国政府のデータ ガバ
ナンス ポータルによると、そのミッションは「政府のオープンデータの力
を最大限に活用して、国民や政策決定者の意思決定に情報を提供し、イ
ノベーションと経済活動を促進し、政府機関のミッションを達成し、オー
プンで透過的な政府の基盤を強化すること」です。4  

商用および個人データ エコシステムに参入する場合、オープンデータの
概念はさらに複雑になります。オープン ガバメントの義務付けがない場
合、組織は利益の誘因、プライバシーの懸念、およびコントロールへの
期待に苦慮し、その結果、データ所有者の目から見たオープンデータの
価値を低下させます。一部の業界では、データ共有は倫理的義務となっ
ています（医療分野など）。一方、他の業界では、サードパーティのデータ
セットと組み合わせることで価値を高めることができるため、データ共有
が奨励されています（マーケティング分野など）。5, 6 しかし、データ アク
セスに個人を特定できる情報が含まれる場合、そのデータを保護するプ

ライバシー規制を遵守することが最優先事項となり、データをオープン
にすることはリスクを伴います。このプライバシー リスクに加え、データ
の生成と収集が収益モデルの重要な構成要素となっているため、大企業
は自社のデータ周りにウォールド ガーデンを築き、情報の流れを管理し
ています。7 現在のデータ市場モデルは、「データ コモンズ」の所有権を
取得する商用企業で構成されています。9

ウォールド ガーデンの概念は、さまざまな業界や分野で見られます。た
とえば、医療分野では、各病院や診療所が独自の電子記録システムを使
用しており、システム間の相互運用性が欠如しているため、データがサイ
ロ化しています。こうしたサイロ化はデータの価値を低下させ、患者、臨
床医、研究者に悪影響を及ぼしています。また、標準化が不十分である
ため、データが乱雑になり、フラクタル化、さらには使用不能になること
もあります。8 欧州委員会は、さまざまな国の医療提供者間で電子患者
ファイルを転送するためのイニシアチブやプログラムに取り組んできまし
たが、この相互運用性はまだ始まったばかりで、多くの地域ではまだ標
準化されていません。9 同様に、エネルギー部門がデジタル トランスフ
ォーメーションと電化を進める中、システムに接続されたすべてのデバイ

オープンデータの定義
本研究では、オープンデータを、誰もが自由にアクセスし、再利用、
再配布できるための技術的および法的要件を満たしたデータ イン
フラストラクチャと定義しました。16 また、データセンター中心の定
義を超えたオープン性についても検討しました。これには、オープン 
スタンダードの文脈におけるオープン性の側面、例えば、成果物に
対するアクセス、管理、および開発コストや、使用する上でのアクセ
ス、管理、および使用コスト、成果物の完全性、成果物の共有、競合
システムとのコラボレーションなどが含まれます。17
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ス間で収集されたデータを共有することは、標準化と相互運用性がない
限り困難な課題です。システムのさまざまなポイントで生成されるデータ
へのアクセスが改善されない限り、事業者やディストリビューターは、需
要やグリッドの状態を分析するために必要なインサイトを得ることがで
きません。10

データへのアクセスは新しい問題ではありませんが、生成AIのツールが
爆発的に普及したことで、モデルのトレーニングに必要なデータ、特にこ
の種の使用が合法になるようなライセンスが与えられるデータに対する
需要が高まっています。企業は、独自のデータを活用してモデルのトレー
ニングを行うようになってきています。Lawson ら（2024年）が発見した
ように、企業は、独自モデルと実装しているオープンソース モデルの両方
のトレーニングに、自社データの一部を活用しています。13 独自のモデル
を構築したいという要望は、組織がデータをより細かく制御できること
から、非常に強いものです。11 しかし、独自のデータに完全に依存するこ
とは持続可能とはいえず、組織が効果的で堅牢かつ偏りのないモデルを
構築するためには、他のソースからの高品質のトレーニング データが必
要となっています。10 この点において、データ ワークフローを品質とコン
プライアンスに配慮して責任を持って管理するデータ ガバナンスは、 オ
ープンソースのAIに関するプロジェクトにとって最優先事項となります。13 

生成型 AI があらゆる業界で重要なツールとなるこの次の時代において、
オープンデータの未来は極めて重要になります。2024年11月、本レポ
ートの著者は、カリフォルニア州バークレーで開催された World Open 
Innovation Conference（WOIC）に参加し、参加者に対して「オープン
でアクセス可能なデータを実現する道筋とは？」というテーマのセッショ
ンを開催しました。データ エコシステムの障害、ニーズ、機会に着目し、
参加者に以下の質問について議論してもらいました。

• データへのアクセスや利用にあたって直面する課題にはどのような
ものがありますか？

• あなたの組織やプロジェクトは、イノベーションのためにデータをど
のように活用していますか？

• あなたの組織は、社内外からのデータ アクセスをどのようにオープ
ンにしていますか？

• 関連するサードパーティのデータにどのようにアクセスしますか？

• データ ニーズに対応するために、テクノロジーをどのように取り入れ
ていますか？

• あなたの組織では、技術以外の分野（文化や方針の変更など）でど
のようなソリューションが導入されていますか？

• データをよりオープンにするにはどうすればよいと思いますか？ あ
なたの経験から、何が必要だと思いますか？

以下のレポートは、この75分間のセッションのテーマ分析を中心に構成
されています。チャタム ハウス ルールに基づき、参加者は受け取った情
報を自由に利用することができますが、セッションの参加者を特定する
ことは一切できません。セッションには、オープン イノベーションの分野
に精通した、さまざまな業界からの学者や実務者が参加しました。彼ら
は、理論的な専門知識と、さまざまな状況におけるオープンデータおよ
びクローズドデータの取り扱いに関する実務経験に基づき、オープンデ
ータの障壁と機会に関するインサイトを共有しました。
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オープンデータが重要である理由
起業家、学者、イノベーターなどの聴衆にとって、データへのアクセスはビ
ジネス インテリジェンスとイノベーションの重要な要素です。ある参加者
は、投資に関する公開データ分析は、クライアントのビジネス インテリ
ジェンスにとって重要な要素であると述べています。別の参加者は、個人
レベルの社内従業員データの価値と、このレベルのデータの透過性を求
めるクライアントの要望について論じました。彼らは、「チームリーダー
はデータを見て、「これはできる」と判断でき、自信を与えるでしょう。」
とコメントしています。公開データと社内データを使用して特定の成果を
導き出すことができることは、データのオープン性とアクセス可能性の妥
当性を示す証拠となります。Ambiel（2024）の研究によると、サードパー
ティのデータと社内の専有データを組み合わせることは、「大規模な AI 
モデルのトレーニング、研究の検証、市場機会の発見に不可欠」です。7  

セッションの参加者は、現在のデータ アクセス状況では、こうした機会
や検証のポイントを必ずしも確保できるとは限らないことを指摘しまし
た。例えば、ある参加者は「誰が何を研究しているかを把握することが難
しい」と説明しました。同様に、別の参加者は、あるデータセットに関す
る学者間のコラボレーションの欠如について、次のように述べています。
「もし、良いデータ ソースを手に入れられたら、それは宝の山です。しか
し、そのデータをすべて分析することは不可能であり、他の科学分野にと
ってどのような意味を持つかを理解する余裕もありません。例えば、工
学に役立つかもしれないし、社会科学に役立つかもしれないし、化学に
役立つかもしれない...しかし、どうやってそれを知ることができるでしょ
うか？」これは機会損失であり、そのデータセットは他の研究チームにと
って有用である可能性がありながら、それらのグループには発見できない
という状況です。

こうした機会損失は、イノベーションの実現を妨げることを意味します。
スポーツ業界のある参加者は、「スポーツ データは無料であるべきで
す...チームが競い合う場所は、通常、データに付加価値をつける商業的
に価値のある製品を見つけること、つまり、予測分析です。」とコメントし
ています。競合他社間でもデータの共有は可能であり、それにより組織
はより迅速にイノベーションを進め、共有データに基づいて製品を開発
することができます。このコラボレーションにより、アナリストがデータ 
ポイントを代表する個人から抽象化することが可能となり、プライバシ

ーに関する懸念を軽減するビッグデータが生み出されます。ある参加者
は、通行量データという例を挙げました。このデータでは、個人の位置
情報それ自体は非常に個人的なものであるが、他のデータポイントと集
計して、その場所に何人の人が訪れたかを示すと「単なる一般的なヒスト
グラムになり、より個人的な情報ではないものに抽象化することができ
ます。」と説明しました。 別の参加者は、「ビッグ データをミクロ レベ
ルまで拡大しても、それはまったく価値のないものになります。重要なの
は、その傾向と分析結果だけです。ビッグ データは、十分な量になった
瞬間に初めて有用なものになるのです。」と述べています。データセット
が大きければ大きいほど価値が高まることを知っている参加者は、有効
なデータセットを作成するためにこれは必要なデータへのコントリビュ
ーションの動機付けになるべきだと主張しました。

共有データセットの分析的価値に加え、この活動は信頼の向上にもつな
がります。ある参加者は、データ共有および分析プラットフォームに関す
るコンソーシアムの例を挙げ、「参加者間に信頼関係が生まれている...こ
れは、パートナーシップの構築について考える上で、非常に説得力がある
あります。」と述べています。このコラボレーションという社会的契約に
より、信頼に依存する共同作業が可能になります。別の参加者は、「私自
身は「データ」を見ることができないかもしれない...でも、パートナーに
頼めば代わりにやってくれます。そして、私は彼らを信頼しなければいけ
ません。でも、私たちは同じグループの一員だから信頼しています。」と
述べています。データをオープンにすることで、イノベーションの新たな
道が開かれ、データセットの有効性と信頼性が向上し、チーム間の信頼
関係も深まります。
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オープンデータの現在の課題 
前述の通り、オープンデータ プラットフォームは、技術面、規制面、経済
面、文化面での数え切れないほどの課題に直面しています。課題セッシ
ョンの前半では、これらの課題の一部を紹介し、参加者に、業務でそれ
らに直面した経験について振り返ってもらいました。

データの独自性
オープンデータが直面する課題を考える際には、ソフトウェアなどの
他のコンテンツと比較して、データ特融の特性を考慮することが重要
です。Overture Maps FoundationのMarc Prioleau, the executive 
directorは、自身のブログ記事で、オープンデータがオープンコードと異
なる6つの特性を挙げています。

• データの正確な出所

• ナビゲートするための、データ ライセンスのパッチワーク

• データの収集、ホスティング、およびメンテナンスの規模とコスト

• データの継続的な作成に必要なワークフロー

• データの正確性および品質の保証

• 個人を特定できる情報の保護12 

Bennetら（2024）は、データ集約型アプリケーション（この例では AI ア
プリケーション）が直面する固有の課題、特に同意の違反の可能性や、さ
まざまなオープン ライセンスのデータセットの管理について指摘してい
ます。13 参加者は、チャレンジ セッションでこれらの課題やその他の課
題を取り上げました。

コストと品質のトレードオフ
セッションで何度も取り上げられたテーマのひとつは、コストと品質のト
レードオフという考え方でした。一部の参加者は、オープンデータよりも
質が高いと評価しているため、データに料金を支払っている、と述べてい
ます。「私は、プライベートデータにはお金を払います...なぜなら、そのデ

ータはより質が高く、厳選されているからです。」と、ある参加者は述べ
ています。しかし、これは「当社のビジネス モデルでは持続不可能」な高
価なオプションであるため、無料と有料のソースを組み合わせて使用し
ています。このトレードオフは、別の参加者も「無料のデータは有料のソ
ースで補強しているが、お金に制限がなければ、プライベート データに
お金を払うでしょう。なぜなら、そのデータはより質が高く、厳選されて
いるからです。」と述べています。

データのコストについて考えたとき、参加者はデータの管理に費用がか
かることを指摘し、アクセスに料金を課さないとそうした管理を行うイン
センティブが欠如してしまうと述べました。経済的なモデルがなければ、
オープンデータのデータセットは、信頼性が低く、標準化もされていない
ボランティアのコントリビューションに依存しています。ある参加者は「デ
ータを収集する人々が標準的な方法でそれを実行してくれればいいので
すが、問題は、彼らにはあまり利点がないことです...利点がない限り、彼
らは『なぜそれをしなければならないのか？』と言うでしょう。実際にそ
れを実行しなければならない人は、動機がないか、実行を強制されてい
ないかのどちらかです。」と述べています。 

質の高いデータセットを維持する上でのもう一つの問題は、データの可
変性です。データが収集される対象が変更されると、データセットの信
頼性が低下します。ある参加者は、マッピング データを例に挙げ、次のよ
うに述べました。「マッピングの難しいところは、現実の世界を反映して
いるため、現実の世界が変化すると、マッピングしたデータも変更しなけ
ればならないことです。」一部の分野では、こうした人工物が変化する速
度が非常に速いため、データが現実を確実に反映するよう、継続的なフ
ィードバック ループが必要となっています。

データセットの継続的な更新とメンテナンスを行わないと、データの品
質に懸念が生じます。これには、データが最新であるかどうか、データが
さまざまな人口や地理をどの程度よく表しているかも含まれます。ある参
加者は、自身の業務における例を挙げ、クライアントに世界中の情報へ
のアクセスを提供したいと説明したが、実際にこのようなケースは滅多
にありません。「世界中とは、北米、ブラジルからのデータがあればブラ
ジル、中央および西ヨーロッパを意味しますが、東ヨーロッパは含まれな
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いかもしれません。つまり、さまざまな地理的な制限があるということで
す。」こうした制限のため、データセットが最新かつ完全であるという主
張には懐疑的な見方が生じます。これは、オープンデータセットに依存し
ている人々にとってプレッシャーとなります。なぜなら、サードパーティの
データ ストリームは彼らの管理外であるにもかかわらず、顧客にとって「
真実の源」となるからです。 

オープンデータ セットを作成する労力
上述の通り、データ管理には費用がかかります。これは、データの収集か
らメンテナンス、品質管理に至るまで、さまざまなワークフローを管理す
るために必要な労力が主な要因です。ある参加者は「私は現在、多くの
データ クリーニングを行っています。それには近道はないと思います。回
避策はなく、それはもちろん研究の一部です。」と述べました。しかし、
組織のインテリジェンスにサードパーティのオープンデータを統合する
際には、重要なリソースに関する考慮事項もあります。参加者は、オープ
ンデータ セットの利用における品質管理の取り組みについて説明しま
した。「最新情報を入手することがいかに難しいか、言葉では言い表せ
ません。結局は、その人に電話をかけなければならず、手間がかかります
し、効率的ではありません。これらのデータベースは出発点としては良い
のですが、それが唯一の真実のソースや検索の最終目的地となることは
ほとんどありません。」

これらのデータセットは不完全であることが多く、信頼性に欠ける可能
性もあるため、それらをどのように使用するかについて決定を下さなけれ
ばなりません。ある参加者は「良いデータでも悪いデータでも、データを
インポートし、手作業で作業を行う必要があります。そして、ここで問題
となるのは、手間をかけて作業を行うか、それとも、自分でgoogle検索す
る手間を省くために、4分の1だけ記入して残りは記入しないままにする
か、ということです。その結果、不完全なデータセットとなり、使用できな
くなるという最終的な問題に直面します。」と述べました。

もちろん、データがクリーン アップされた後も、その後の作業には依然
として多大な人的リソースが必要となります。ある参加者は、「何年もか
かる」と述べています。「クリーン アップに費やす時間だけでなく、分析、
調査、出版、レビューに費やす時間も考慮すべきかもしれません。」

標準化
データ クリーニングにおける重要な要素のひとつは、標準化です。デー
タセットが標準化されていない場合、データの信頼性と他のデータとの
比較における有用性に影響を及ぼします。これは、ある参加者が次のよ
うに述べました。「誰もが何でも自由に記入できると、その部門や研究者
グループの能力など、全体像を把握できる標準化されたデータを得るこ
とができません。そうなると、その問題に適任な人物を見つけたと誤認
する可能性が出てきます。これが、現在、私たちが抱えている主な問題で
す。」標準化のプロセスは、業界によって複雑さが異なり、ステークホル
ダーがサードパーティのデータを読み取り、使用する能力に影響を与えま
す。「エンジニアリング データには、番号と単位があり、それだけです。そ
れにタイムスタンプが付いている場合もあります。」と、ある参加者は述
べました。「しかし、医療データを解釈するには、使用された方法、測定
された条件、測定された時期など、さまざまな情報が必要です。」これに
より、業界間のデータ共有はさらに複雑になります。

標準化が大きな懸念事項として挙げられましたが、一部では、AIの進歩
もあり、将来的にはそれほど問題ではなくなる可能性があるとの意見も
出ました。ある参加者は次のように述べています。「私は、2つの点から、
標準化が時間とともに容易になるだろうと予想しています。1つ目は、10
年前と比べてデフォルトで注釈が付けられ、より構造化されたデータが
ますます増えていることです。2つ目は、非構造化データに対して構造化
処理を行うアルゴリズムがますます増えていることです。したがって、技
術的な観点からは、この問題は自ずと解決されるだろうと非常に楽観視
しています。」標準化の必要性に関する透明性、および非構造化データ
の利用性を高めるために利用可能なツールの利点は、非標準化がデータ
共有の実務に与える影響を軽減する可能性があります。

データ プライバシー
データの品質に加え、プライバシーやビジネス上の理由によるデータの
保護も、オープンデータの大きな障壁のひとつと考えられています。個人
識別情報（PII）などの機密データを公開する可能性があるため、一部の
参加者はデータのオープンにためらいを見せました。「当社のデータは非
公開であるため、オープンソースやオープンデータを利用することはでき
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ません。そのため、社内の AI および高度な分析グループが、すべてを監
視するための独自のオンプレミス ツールを開発しています。」主に、オン
プレミスのストレージのみを使用し、クラウドストレージを使用しないと
いう規制への準拠、および国境を越えた準拠に関する懸念が寄せられま
した。「ガバナンスの仕組みや政策は、データをどの程度オープンにでき
るかという点において、非常にデリケートです。なぜなら、それは実際に
は各国の事情に依存するからです。」また、参加者はAI モデルについて、
「各国が独自の AI 法を制定しているかどうか、そしてデータが国境を越
えてグローバル化すると、その取り扱いが非常に困難になる。」という懸
念も述べました。活動に適用される規制の複雑さ、特に国境を越えて行
われる活動を考慮すると、理解できるためらいが生じます。

データ共有に関する規制の影響について議論する際、多くの参加者は、
一般データ保護規則（GDPR）を参考例として挙げました。ある参加者
は、クライアントのために完了した仕事について、「その会社は、生産プ
ロセスの作業者の動きをマッピングして、作業者のリスクを回避したいと
考えていました。しかし、個人データを収集していることから、GDPR の
問題が発生することが判明しました。」という事例を共有しました。これ
は、参加者が有意義な結果を出すことを妨げ、興味深いことに、クライ
アントと労働者が望んでいたこととは反対の結果となりました。GDPR
の規定では、5人未満のデータセットの収集や共有は禁止されています
が、参加者は以下のように述べています。「実際には、従業員はそれを望
んでいます。なぜなら、彼らにとっては、自分のデータを操作し、その内
容を確認するための優れたツールだからです。その観点から、従業員は、
自分のデータを見たいと、従業員代表委員会と私たちと対立している状
況です。」

ある参加者によると、GDPRがデータ共有に悪影響を及ぼしていること
は珍しくなく、「GDPRを本来の目的のために使用するのではなく、その可
能性を皆に恐れるように仕向けているだけです。最初の5年間は、GDPR
は物事を阻止するためにのみ使用されていましたが、実際には、GDPRは
多くのことを可能にするものです。問題はありません。しかし、GDPRで
何ができるか知らない人たちは、安全な側に立ち、もう何もできないと主
張するのです。」と述べていました。これは、別の参加者によって指摘さ
れた非対称リスクを生み出します。弁護士が特定のデータ共有活動を承

認し、その判断が誤っていた場合、彼らは職を失うリスクを負うことにな
ります。そのため、不確実性がある場合には否定することが容易になりま
す。「このデータを共有してもいいですか？と尋ねると、最終的には、「い
いえ」と答えるように指示されている人物に回されます。つまり、非対称
的なリスクを解決しなければならないのです。」これが、データセットを
オープン化に対する強い抵抗を生み出しています。

データの管理
規制面およびビジネス面の観点で、管理の必要性があることが、データ
オープン化に対する抵抗の理由でした。これは社内の監視という形で現
れ、ある参加者は「IT部門はデータへのオープン アクセスを提供したが
らない。」と述べました。前述の通り、組織の法務チームもデータへのア
クセスを妨げる可能性があります。「データ共有やデータ受信は、誰かが
「ちょっと、X氏に確認しなければならないんだけど、X氏は法律ガイド
のようなものだから…」となり停止されます。たとえオープンソースのコ
ードや、利用可能なオープンソース ソフトウェアを使用する必要があっ
たとしても、IT 部門に「許可がない」と断られるのです。そのため、規制
とぶつかる場合もあります。」最後に、もう1つの内部統制の形態につい
て、ある参加者が説明しました。「第三者の血圧測定値に頼るのではな
く、自分で測定し直す方がはるかに安全です。自分で管理しているからで
す。」より安全で簡単な代替策は、組織がデータをクローズドにしておく
ことです。

データの非公開を維持するプライバシーや品質に関する懸念に加え、デ
ータを共有することで競争優位性を失う可能性があるという意見も参加
者は述べました。ある学術関係の参加者は、論文の発表と同時に収集し
たデータセットの文脈において、次のように自問自答する例を挙げまし
た。「他の研究者のために（データセットを）事前に公開すべきでしょう
か？戦略の問題であり、率直に言えば、同じ研究テーマで他の研究者が
私たちよりも早くデータセットを利用することを恐れているという理由が
あります。」組織のデータを一般公開すると、その潜在能力が損なわれ
るのではないかという懸念がありました。
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これは、一部のデータはオープンにすべきではないのかという疑問につ
ながります。ある参加者は、「もちろん、すべてのデータがオープンにす
べきというわけではない。」と述べ、この考えを次のように表現しまし
た。Ambiel（2024）が指摘するように、金融サービスや医療などの業界
の一部の企業や組織では、そのデータは価値が高すぎる、あるいは機密
性が高すぎるため、新たなリスクを導入することはできず、その結果、デ
ータの活用と使用を制限せざるを得ない場面があります。しかし、ある
参加者は、考慮すべき場合があると述べました。「すべてのデータは高度
な機密情報ですか？実際にあなたとあなたの競争優位性に関する機密
情報であるデータはどれで、それほど機密情報ではないデータはどれで
すか？」自社の競争優位性を構成するデータ、あるいは他者と共有する
ことでより価値が高まるデータと比較して機密性の高いデータについて
考慮することが重要です。
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オープンデータの成功と
機会 
後半のチャレンジ セッションでは、オープンデータの未
来に焦点を当て、参加者はオープンデータ エコシステム
に関するケース スタディやアイデアについて議論しまし
た。ある参加者は、コラボレーターがスタートアップ企業
との協働から得たベスト プラクティスや成果を共有する
資金調達プラットフォームの例を挙げました。このシステ
ムでは、「オープンデータは、スタートアップのすべての特
性、つまり彼らが誰と仕事をしたか、タイムライン、実験が
行われた時期、規模などに関するデータです。ですから、
何かをした、あるいは何かを達成できなかったと主張す
るには、十分な量のデータをコントリビュートしなければ
なりません。しかし、寄付者の名前を明かすほどの情報で
はありません。つまり、セミオープンデータです。」この競
争前の層を構築することで、エコシステム内のさまざまな
プレーヤーが、個々の組織の優位性を損なうことなく、す
べてのグループに利益をもたらす形で非独占的なデータ
を共有する機会が生まれます。

学術的な観点では、データセットを公開することに関す
る懸念から、潜在的なクレジット付与とライセンス戦略に
ついての議論が起こりました。ある参加者がグループに
尋ねました。「データセットを公表前に利用可能にしたい
が、他の研究者に先を越されることを恐れています。デー
タ収集だけで、とにかくクレジットを得られるならどうで
しょうか？ 彼らは研究をより早く進めていますが、それで
もあなたはデータをライセンス化することでクレジットを
得られます。これは私のデータであり、研究に利用する場
合は、私がそのクレジットを得ます。」ライセンスによるデ
ータ収集および使用に関するこの監査証跡は、特に学術
分野において、競争上の優位性に関する懸念において潜
在的な解決策となります。

Overture Maps Foundationは、あらゆる地図製品で自由にアクセスできる、信頼
性が高く相互運用性に優れたオープンな地図データを作成することで、地図業界に
変革をもたらしています。戦略的なコラボレーションを通じて、加盟組織は、コミュ
ニティ、政府、企業などのソースからデータを組み合わせ、標準化されたスキーマと
データセットを開発しています。Overtureは、厳格な検証と標準化によりデータの
品質を確保し、オープンデータの利点を維持しながら、商用アプリケーションへの
適合性を確保しています。

Overtureは、業界が抱える根本的な課題、すなわち、ライセンス費用を上回る場合
も多い、地理空間データの処理および統合のコストと複雑さの増大に対処していま
す。共有インフラストラクチャと標準化されたデータ パイプラインを構築すること
で、Overtureは組織全体にわたる重複作業を排除します。重要な革新は、グローバ
ルに安定した一意の識別子をマップ機能に提供するグローバル エンティティ参照シ
ステム（GERS）です。GERSは、グローバルでオープン、エンティティ ベースであると
いう点で特徴的であり、組織が外部データをベース マップに直接リンクし、アプリ
ケーション間の相互運用性を確保することを可能にします。このコラボレーション 
アプローチにより、組織は、業界全体のイノベーションを加速し、標準化され、継続
的に改善されるベース レイヤーを活用しながら、付加価値の高いサービスに注力す
ることができます。

Overtureは2022年12月の設立以来、Facebook、Instagram、Bing/Azure 
maps、Esri の ArcGIS Living Atlas などのプラットフォームを通じて、何億人もの
消費者が利用するアプリケーションにデータを提供し、大きな進歩を遂げてきまし
た。2024年現在、Overture は、23億件の建物のフットプリント、5,400万件の POI、
区分、および土地や水に関するデータを含むコンテキスト レイヤーを網羅する、生
産準備の整ったデータセットをリリースしています。交通データセットは、世界中の
8,600万キロメートルの道路をマッピングし、詳細な交通規則や規制を含んでいま
す。Overtureは、4人の創設メンバーから始まり、多様な分野にわたる37以上の組織
に拡大し、マッピング エコシステム全体のオープンな基盤層としての地位を確立して
います。14 
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次のステップ：オープンなデータ構造に必要なもの 
オープンデータに関する事例研究と機会についての議論は、よりオープ
ンなデータシステムを構築するための次のステップへの分析につながり
ました。Majer（2024）が調査した内容と同様に、ウォールド ガーデン ア
プローチ全体を、新しいガバナンス メカニズム、分散化、コラボレーショ
ン、オープンソースによって解体する必要があります。9 議論の分析から、
データ共有の状況を再構築し、エコシステムをよりオープンなものへと
移行する上で役立つ3つの重要なテーマが明らかになりました。

1つ目は、データ所有権は、重要な公共の懸念事項として、現在のデータ
収集および共有の在り方を再考する上で有用な手掛かりとなります。あ
る参加者は、現在の権力と支配の力学を「非対称」と表現し、「私たち
は、データが主に多額の収益のために収集され、ビジネス モデルを生み
出すために使用されていた時代から来ています。ユーザーである私たち
は、フィードバックを得ることも、払い戻しを受けることもありませんで
した。そして、これが、私たちが多くのことを過剰に規制している理由な
のです。」と述べました。彼らの観点からは、この非対称的なパワーバラ
ンス、そしてそれに対抗しようとする規制は、使用権の再構成によって解
決できると考えています。これは、「私は自分のデータを提供します、あ
るいは提供しません。私は自分のデータを提供しますが、そのデータに
ついては特定の用途にのみ使用を許可します。私のデータを提供します
が、広告などには使用できません。そのデータは、癌の治療など、その目
的のみに使用してください。」というものです。これらの使用権により、デ
ータの使用のビジビリティと透過性が向上し、データの公開やプライバ
シーに関する懸念が軽減され、データの保護よりも共有がより重要とな
る環境が生まれます。

参加者は、使用権を実際に確立する方法として、技術的なアイデアを共
有しました。例えば、ある参加者は、データが特定の方法で使用されるこ
とを保証するというアイデアについて議論しました。「その問題にはどの
ように取り組んでいますか？ブロックチェーンなどを考えてみると、特定
の条件や目的のためにデータを共有しようとしている人々に安心を与え
る上で、テクノロジーが役割を果たすことができると思います。」別の参
加者は、「スマート コントラクトやブロックチェーンのようなものを追加
することができる」と賛同しました。ブロックチェーン以外にも、自分の
データを再び管理するための方法として、ソリッド スタンダードを提案す

る参加者もいました。「私にとって、これは大きな変化です。なぜなら、ユ
ーザーである私は自分の意思で共有をオン、オフすることができるように
なるからです。つまり、企業が自分の好みに合わなくなったら、私はそれ
をオフにするだけです。これは、今日ではまだ不可能なことです。」

データの所有権も、データの共有に関する法的フレームワークを提供す
るコミュニティ データ ライセンス契約（CDLA）などのライセンスを通じ
て管理する必要があります。最新のリリースである CDLA 2では、データ
の使用、修正、共有に関する条件の概要が記載されており、データの所
有者を保護しながら、データの広範な共有と使用を可能としています。オ
ープンデータ セットに関するガバナンス構造とコラボレーション モデル
を構築する場合、この種のライセンスは、データセットの活動に関する構
造を提供し、信頼性を高め、データ共有プロセスを効率化します。15

二つ目に、競争前のデータセットに関するコラボレーションを奨励する
ことで、データ共有に関する課題の一部に対処し、よりオープンな文化
への移行をサポートすることができます。前述のように、参加者は、業界
内の他者とのコラボレーションに役立つデータ層、つまりデータの抽象
化というものが存在することを理解しました。これを実現するには、共同
データセットにデータをコントリビュートする価値提案を構築することが
重要です。ある参加者は、「特定の方法でのデータセット構築は、ある当
事者に依存しているものの、別の当事者に利点をもたらす場合が多いで
す。問題は、そのデータを所有している人々にそれを提供してもらうには
どうすればよいか、ということです。」と述べました。コラボレーションの
メリットは、データが共有されることで生じるプラスの外部効果になりま
す。一部の人々にとっては、他の人 と々データセットを構築することは、実
際にデータセットを機能させるデータポイントを追加することを意味しま
す。「初期段階では、データが十分でないため、データを共有することが
理にかなっている場合もあります。データが十分ではないという、それだ
けで動機になるかもしれません。私が100件の観測データしか持ってい
ないのに、他の誰かが200件持っていて、さらに100件をどこかで見つけ
たとしたら、それは私たち全員にとってより有効なデータセットになるか
もしれないからです。」このコントリビューションにより、共有データセッ
トの価値が高まり、イノベーションの可能性がさらに広がります。
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ユーザーの権利に関する議論で示唆されているように、利他主義も考慮
すべき重要な動機付けのひとつです。これは、人命を救うためにデータを
共有することがほとんどの人にとって強い動機付けとなる医療分野では
特に明白です。しかし、利他的な行動を促すことは、その価値提案の表
現方法に依存すると、ある参加者は述べています。「「あなたのデータを
医薬品開発に使用してもいいですか？その最終的な成果はファイザー社
やX社になります。」と質問すると、多くの研究では、人々は共有を望まな
いという結論に達しています。しかし、価値提案を「あなたの血液サンプ
ルを使って癌の治療方法を見つけ、それをオープンにし、その治療法が1
つの企業だけに独占されないことを保証します。」と言い換えると、多く
の人々が自分の医療データをすべて共有しても全く問題ないと考えるよ
うになります。」これは、データ リクエストに対する信頼と、そのエンテ
ィティがリクエスト通りに使用するという前提に基づいています。「私は
データを共有するつもりです。なぜなら、私はあれこれと手助けしていて
それがどこかに届くことを願って、その相手がその情報を正しく扱うこと
を信頼しているからです。」利他主義は、オープンなデータセットへのコ
ントリビューションに関するコラボレーションを促進する重要な行動メカ
ニズムです。

3つ目に、オープンデータ セットの構築における障害となっているのは、
コラボレーションと中立性の文化のバランスを取りながら、抑制と均衡を
管理するための適切なガバナンス体制を構築することです。少なくともチ
ャレンジ セッションの参加者の中には、オープンデータ セットには所有
権がないため、データの品質に影響が出ているという見方があります。あ
る参加者は、「技術的には誰もデータを所有していないため、データを更
新する動機がないです。」と述べました。この問題の解決策を検討するに
あたり、ある参加者は「このようなことが実現するには、どのような政府
の仕組みや政策が必要でしょうか？ オープン データベースに必要なもの
は何でしょうか？ 信頼と、ある種の階層構造です」と提案しました。別の
参加者によると、階層構造を推奨するということは、ある組織がホスティ
ング、サーバー費用の負担、アクセスとセキュリティを管理すること意味
します。「サーバーの費用は誰が負担するのでしょうか？ アクセスに必要
なユーザ名は誰が管理するのでしょうか？ セキュリティはどうするので
しょうか？ アクセスしたユーザーとアクセスした日時を記録するログも
必要です。その管理も誰かが担当しなければなりません。 どのIT部門が
担当するのでしょうか？ 必然的に、階層構造が必要になります。」データ
の共有と、プロセスへの個人の参加を促進する取り組みをサポートする
新しいガバナンスの形態を検討することは、データ環境を変革し、すべて
の人の利点となるデータの公開を促進する可能性があります。
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結論
WOIC Challenge sessionでは、学者と実務家がオープンデータとクローズドデータのトレードオフをどのように考えて
いるかが明らかになり、オープンデータベースに対する現実的な懸念や期待がいくつか指摘されました。このセッショ
ンの分析と報告を通じて、オープンデータの重要性を明らかにし、データを扱う人々がデータセットのより良いコラボレ
ーションの方法、共有の促進、よりオープンな文化をサポートする組織文化の再構築について検討していただくことを
目指しています。新しいテクノロジー、新しい政府、新しい経済問題により政策や文化が変化する中、逆風であってもオ
ープンな方向性を確立することが重要です。

方法論
この研究で取り上げた調査結果は、2024年11月6日にカリフォルニア州バークレーで開催された「2024 World Open 
Innovation Conference」の75分間のセッションの記録を基に作成されたものです。著者はセッションの司会を務め、
トピックを紹介した後、グループ ディスカッションを進行しました。議論は録音され、Otteraiを使用して文字起こしさ
れました。最初の著者は、トランスクリプトをコード化し、コードのパターンからテーマを導き出し、調査結果を補強す
るために二次文献を使用してレポートを作成しました。本レポートは、作成前に、第2著者およびその他のステークホル
ダーによるピア レビューを受けています。
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